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壁
を
壊
し
た
。
非
正
規
労
働
者
が
仲
間

に
な
っ
た
。
そ
の
成
果
は
多
く
の
場
合
、

非
正
規
労
働
者
の
労
働
条
件
の
向
上
と
い

う
形
で
表
れ
る
。
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

正
規
労
働
者
は
自
ら
の
危
機
を
回
避
す
る

た
め
に
、
非
正
規
労
働
者
に
組
合
に
「
入

っ
て
も
ら
っ
た
」
の
で
あ
っ
て
、
彼
ら
を

組
合
に
「
入
れ
て
あ
げ
た
」
か
ら
で
は
な

い
か
ら
だ
。

日
本
ハ
ム
の
組
合
リ
ー
ダ
ー
は
言
う
。

「
組
織
化
し
た
ら
自
然
と
そ
う
な
る
の
で

は
な
い
か
。
組
合
に
入
っ
て
も
ら
っ
た
以

上
は
入
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
う

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
…
」

労
働
条
件
の
向
上

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
で
は
均
等
待
遇
へ
向

け
た
処
遇
改
善
が
進
ん
で
い
る
。
買
い
物

割
引
率
を
正
規
と
同
じ
に
し
た
。
一
時
金
、

時
給
の
ア
ッ
プ
を
実
現
し
た
。
通
勤
手
当

全
額
支
給
を
獲
得
し
、
時
間
外
割
増
率
を

0
0
%
に
し
た
。

0
7
年
春
闘
で
、
正
規
の
賃
上
げ
要
求
を

一
軍
,
I
“
両
月
∵

-
-
-
」

見
送
っ
て
非
正
規
の
賃
上
げ
だ
け
を
要
求

し
た
の
は
日
本
ハ
ム
の
組
合
で
あ
る
。
7

0
0
円
の
賃
上
げ
を
勝
ち
取
っ
た
。

ケ
ン
ウ
ッ
ド
・
ジ
オ
ビ
ッ
ト
で
は
統
一

的
な
賞
与
支
給
原
則
が
定
め
ら
れ
、
結
果

的
に
ボ
ー
ナ
ス
の
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ

た
。
有
給
休
暇
も
権
利
と
し
て
取
得
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

サ
ン
デ
ー
サ
ン
で
は
店
舗
で
取
る
飲
み

物
代
の
店
舗
負
担
率
を
2
5
%
か
ら
5
0
%
へ

と
上
げ
た
。
通
勤
手
当
の
上
限
も
1
万
円

か
ら
1
万
5
0
0
0
円
へ
と
引
き
上
げ
ら

れ
た
。

夏
季
休
暇
が
5
日
か
ら
6
日
に
増
え
た

の
は
市
川
市
保
育
園
で
あ
る
。
交
通
費
全

額
支
給
も
勝
ち
取
っ
た
。
忌
引
き
休
暇
の

有
給
化
、
病
気
休
暇
の
一
部
有
給
化
、
産

前
産
後
休
暇
の
日
数
増
加
な
ど
が
認
め
ら

れ
た
。

契
約
社
員
か
ら
第
二
正
社
員
へ
と
身
分

変
更
を
認
め
さ
せ
た
の
は
広
島
電
鉄
の
組

合
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
1
年
ご
と
の
契

『まったくも-つ!』作・まるおかななめ

職場の労働環境に問題がある場合、派遣労働者はどうやって意
見を伝えればいいのか。直接、派遣先の従業員に言えばいいじ
やないかという声もあるだろうが、これが思いのほか難しい。
そのため不満を抱え込んでしまうケースも。それが職場のコミ
ュニケーション不足にもつながる。

約
で
は
な
く
、
0
0
歳
ま
で
の
期
間
の
定
め

の
な
い
雇
用
と
な
っ
た
。

組
合
の
活
性
化

非
正
規
の
組
織
化
に
成
功
す
れ
ば
、
二

つ
の
危
機
、
集
団
的
発
言
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

危
機
と
代
表
性
の
危
機
が
去
る
。
組
合
に

非
正
規
の
組
織
化
で

以
前
の
活
気
が
戻
っ
て
く
る
。
言
い
換
え

れ
ば
組
合
が
活
性
化
す
る
。

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
で
は
支
部
の
活
動
が

活
発
と
な
っ
た
。
非
正
規
労
働
者
の
組
合

へ
の
関
心
は
高
い
。
非
正
規
か
ら
組
合
役

員
も
多
く
選
出
さ
れ
て
い
る
。
専
従
役
員

田
園
回
国

組
合
活
動
は
活
性
化
す
る
!
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仲
間
に
加
わ
っ
た
非
正
規
雇
用
の
組
合
員

の
意
識
は
高
い
。
そ
の
結
果
、
ク
組
合
離
れ
ク

と
は
、
正
反
対
の
状
況
が
生
ま
れ
て
い
る
。

熊

先
行
組
合
で
は
、
非
正
規
雇
用
の
組
合
役

ゝ

員
も
誕
生
し
て
い
る
。

なかむら・けいすけ

雇用職業総合研究所研究員、武
蔵大学経済学部助教授などを経
て、現職。主な善蕾に「衰退か
再生か:労働組合活性化への
道」 (共編、勤葦書房、2005年)、

「成果主義の真実」 (東洋経済新

報社、 2006年)など多数。

に
な
っ
た
非
正
規
も
3
人
い
る
。
支
部
執

行
委
員
の
3
割
、
職
場
委
員
の
5
割
が
非

正
規
で
あ
る
。

非
正
規
の
組
織
化
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
っ
て
、
支
部
の
非
専
従
の
執
行
委
員
が

育
て
ら
れ
た
。
労
働
組
合
の
意
義
や
役
割

を
自
分
の
言
葉
で
語
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
非
正
規
と
と
も
に
支
部
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ

た
。
日
本
ハ
ム
の
組
合
の
こ
と
で
あ
る
。

ケ
ン
ウ
ッ
ド
で
は
非
正
規
の
組
織
化
が

グ
ル
ー
プ
全
体
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
こ

れ
も
ま
た
あ
る
意
味
で
の
組
合
活
性
化
で

あ
る
。
ジ
オ
ビ
ッ
ト
以
外
の
子
会
社
で
働

く
非
正
規
労
働
者
を
放
っ
て
お
く
の
は
お

か
し
い
と
い
う
声
が
組
合
内
部
で
起
こ
っ

た
か
ら
だ
。
そ
の
結
果
、
本
社
と
の
間
で

「
有
期
雇
用
契
約
社
員
の
労
働
組
合
加
入

に
関
す
る
覚
書
」
が
締
結
さ
れ
た
。

組
A
呈
健
の
集
会
、
セ
ミ
ナ
ー
が
ど
こ

よ
り
も
活
況
を
呈
し
て
い
る
の
は
サ
ン
デ

ー
サ
ン
で
あ
る
。
他
店
舗
の
従
業
員
と
職

場
で
の
悩
み
を
話
す
こ
と
が
で
き
て
よ
か

っ
た
、
横
の
つ
な
が
り
が
で
き
て
よ
か
っ

た
な
ど
好
評
で
あ
る
。
マ
ナ
ー
講
座
、
ビ

ュ
ー
テ
ィ
・
レ
ッ
ス
ン
な
ど
は
人
気
の
高

い
講
座
で
あ
る
。
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
の
組

合
員
も
組
合
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
て

く
る
。

「
組
合
離
れ
」
離
れ

こ
う
し
て
非
正
規
を
組
織
化
し
た
結

果
、
「
組
合
離
れ
」
な
ど
と
は
無
縁
の
世

界
が
広
が
っ
て
い
く
。
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